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墓
石
の
転
倒
か
ら
始
ま
っ
た
地
震
の
揺
れ
の
強
さ
の
推
定

地
震
と
の
戦
い
で
は
、
ど
れ
だ
け
強
い
地
震
の
揺
れ
が
構
造
物
に
作
用
す
る
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

強
い
地
震
の
揺
れ
や
構
造
物
の
揺
れ
を
計
測
す
る
た
め
に
は
、
「
強
震
計
』
と
呼
ば
れ
る
強
い
揺
れ
を
受
け
て
も
壊

れ
ず
に
観
測
で
き
る
特
別
な
地
震
計
が
必
要
で
あ
っ
た
。

地
震
計
を
用
い
た
地
盤
の
揺
れ
の
観
測
は
、
一
八
七
五
年
か
ら
気
象
庁
の
前
身
の
機
関
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
地
震
計
は
、
揺
れ
が
小
さ
い
初
動
部
は
観
測
で
き
て
も
、
耐
震
設
計
に
重
要
な
揺
れ
が
強
い
部
分

で
は
波
形
が
頭
打
ち
に
な
り
、
記
録
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

強
震
計
が
開
発
さ
れ
る
前
に
は
、
墓
石
や
木
造
家
屋
の
転
倒
か
ら
地
盤
の
揺
れ
の
強
さ
が
推
定
さ
れ
た
。
例
え

ば
、
地
震
が
起
き
て
墓
石
が
左
右
に
回
転
振
動
（
「
ロ
ッ
キ
ン
グ
振
動
」
）
し
、
や
が
て
揺
れ
が
大
き
く
な
っ
て
転
倒

す
る
と
し
よ
う
。
墓
石
が
転
倒
す
る
と
き
の
傾
き
は
、
墓
石
の
高
さ
と
幅
の
比
か
ら
推
定
で
き
る
た
め
、
倒
れ
た
墓

石
と
倒
れ
な
か
っ
た
墓
石
の
高
さ
と
幅
を
測
っ
て
揺
れ
の
強
さ
を
推
定
し
よ
う
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

第
三
章

地
震
の
揺
れ
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い
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い
？
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一
九
一
三
年
関
東
地
震
を
は
じ
め
、
戦
後
に
な
っ
て
も
強
震
記
録
の
数
が
少
な
か
っ
た
一
九
九
○
年
代
あ
た
り

ま
で
は
、
よ
く
こ
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
地
震
で
墓
石
が
転
倒
す
る
原
因
に
は
、
地
盤
が
緩
ん
で
墓
石
の
台
座
が
崩
れ
た
り
傾
い
た
り
し
て
転
倒

す
る
場
合
や
、
小
刻
み
に
ロ
ッ
キ
ン
グ
し
て
墓
石
が
歩
く
よ
う
に
横
に
ず
れ
て
い
き
、
台
座
か
ら
落
下
す
る
場
合
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
ロ
ッ
キ
ン
グ
振
動
だ
け
で
倒
れ
る
わ
け
で
な
い
。

し
か
も
、
最
近
の
洋
式
の
墓
石
は
別
に
し
て
従
来
の
和
式
の
墓
石
で
は
、
大
小
に
関
係
な
く
高
さ
と
幅
の
比
は
ほ

と
ん
ど
が
ほ
ぼ
○
・
四
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
単
純
に
墓
石
の
高
さ
と
幅
の
比
か
ら
地
盤
の
揺
れ
を
推
定
す
る
と
、

ど
の
墓
石
で
も
地
盤
の
揺
れ
は
○
・
四
ｇ
程
度
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
で
は
お
か
し
い
と
、
墓
石
が
転
倒
し
た
理
由
は
問
わ
ず
、
墓
石
の
転
倒
率
か
ら
地
盤
の
揺
れ
を
推
定
し
よ
う

と
い
う
研
究
も
行
わ
れ
た
。
確
か
に
、
一
○
○
基
あ
る
墓
石
の
う
ち
一
基
し
か
転
倒
し
な
か
っ
た
墓
地
と
、
一
○
○

基
の
う
ち
九
○
基
が
転
倒
し
た
墓
地
の
揺
れ
が
同
じ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
結
局
、
こ
の
方
法
で
は
キ
ャ
リ
プ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
べ
き
地
盤
の
揺
れ
が
わ
か
ら
な
い
と
、
墓
石
転
倒
率

か
ら
地
盤
の
揺
れ
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。

涙
ぐ
ま
し
い
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
墓
石
の
転
倒
か
ら
地
震
の
揺
れ
の
強
さ
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
第
一
、
橋
の
上
に
墓
石
を
建
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

な
ぜ
強
震
記
録
が
重
要
な
の
か
？

●

地
盤
が
ど
の
よ
う
に
揺
れ
、
そ
の
と
き
構
造
物
が
ど
の
よ
う
に
揺
れ
た
か
を
知
る
た
め
に
は
、
強
震
計
の
開
発
と

強
震
記
録
の
蓄
積
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

強
震
記
録
と
は
、
あ
る
事
件
を
起
こ
し
た
犯
人
の
写
真
や
指
紋
な
ど
の
物
証
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
昔
、
何
十

人
を
殺
し
た
凶
悪
犯
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
犯
人
が
ど
の
よ
う
な
顔
つ
き
で
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た

か
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
ぼ
ん
や
り
と
し
か
事
件
の
輪
郭
を
つ
か
め
な
い
。

例
え
ば
、
ペ
リ
ー
来
航
の
翌
年
（
一
八
五
四
年
）
に
結
ば
れ
た
日
米
和
親
条
約
の
九
ヵ
月
後
に
、
三
二
時
間
の
時

間
を
お
い
て
連
発
し
た
安
政
東
海
地
震
（
Ｍ
八
・
四
）
と
安
政
南
海
地
震
（
“
八
・
四
）
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
起
こ
っ

た
一
八
五
五
年
安
政
江
戸
地
震
（
脳
七
～
七
・
二
は
、
幕
末
期
の
日
本
人
に
、
時
代
の
変
化
を
予
感
さ
せ
た
と
言
わ

た
一
八
五
そ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
震
が
起
こ
っ
た
の
は
江
戸
時
代
の
最
晩
年
で
あ
る
た
め
、
倒
壊
家
屋
や
犠
牲
者
の
数
、
お
お
よ
そ
の

地
震
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、
気
象
庁
震
度
な
ど
は
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
耐
震
設
計
に
必
要
な
実
際
の
揺
れ
が

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
直
下
型
地
震
と
い
っ
て
も
、
一
八
五
五
年
安
政
江
戸

地
震
と
一
九
九
五
年
兵
庫
県
南
部
地
震
の
ど
ち
ら
の
揺
れ
が
強
か
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

強
震
記
録
が
得
ら
れ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
を
構
造
物
の
力
学
モ
デ
ル
に
作
用
さ
せ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
解
析
し
た

り
、
振
動
台
上
に
模
型
を
造
っ
て
こ
の
地
震
動
で
加
振
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
構
造
物
が
問
題
の
地
震
に
耐
え

ら
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
に
は
四
一
六
年
以
降
の
地
震
カ
タ
ロ
グ
が
あ
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
耐
震
設
計

と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
強
震
記
録
が
あ
る
程
度
そ
ろ
っ
て
き
た
一
九
七
八
年
宮
城
県
沖
地
震
あ
た
り
か
ら
前
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●
■
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■
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■
■
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ｐ
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Ｑ
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地
震
が
起
こ
る
た
び
に
、
よ
り
強
い
揺
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た

強
震
計
の
開
発
に
は
日
本
人
の
貢
献
が
大
き
か
っ
た
。
一
九
一
一
二
年
に
、
当
時
東
京
帝
国
大
学
地
震
研
究
所
所

長
で
あ
っ
た
末
広
恭
二
が
米
国
土
木
学
会
の
招
き
に
よ
り
講
演
し
た
際
、
強
震
計
開
発
の
必
要
性
を
説
い
た
こ
と

が
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
日
本
で
は
満
州
事
変
か
ら
国
際
連
盟
の
脱
退
、
二
・
一
天
事
件
と
続
く
苦
難

の
時
代
で
、
強
震
計
の
開
発
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

末
広
の
講
演
に
触
発
さ
れ
て
強
震
計
を
開
発
し
た
米
国
で
は
、
一
九
一
二
一
年
ロ
ン
グ
ピ
ー
チ
地
震
厩
六
・
四
）

に
よ
り
人
類
初
の
強
震
記
録
を
得
た
。
水
平
成
分
の
最
大
地
震
動
加
速
度
は
○
・
二
三
９
で
あ
っ
た
。
９
と
は
重
力

の
加
速
度
（
九
・
八
メ
ー
ト
ル
／
秒
）
で
あ
る
。

な
お
、
地
震
規
模
の
指
標
と
し
て
、
日
本
で
は
気
象
庁
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
気
象
庁
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
″
）
が
使
わ
れ
る
が
、
国
際
的
に
は
大
規
模
な
地
震
で
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
飽
和
し
に
く
い
モ
ー

メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
必
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
本
書
で
は
国
内
の
地
震
に
つ
い
て
は
Ｍ
、
海
外
の
地
震

は
、
揺
れ
の
強
さ
と
特
徴
が
わ
か
ら
な
い
闇
の
時
代
で
し
か
な
い
。

た
だ
し
、
〃
と
恥
で
は
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
五
年
兵
庫
県
南
部
地
震
で
は
Ｍ
七
・
三
で

あ
る
が
“
六
・
九
で
あ
り
、
二
○
二
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
Ｍ
八
・
四
、
鵬
九
・
○
で
あ
る
。

ま
た
、
加
速
度
の
強
さ
を
表
す
指
標
と
し
て
、
日
本
で
は
「
ガ
ル
」
（
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
／
秒
、
し
た
が
っ
て
、
一

ｊ

で
は
鵬
を
用
い
る
。

９
は
九
八
○
ガ
ル
）
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
本
書
で
は
重
力
加
速
度
ｇ
を
用
い
る
。
こ
の
理
由
は
、
ガ
ル
は
海
外

で
は
全
く
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、
重
力
加
速
度
９
は
地
球
上
の
物
体
に
作
用
す
る
重
力
を
基
準
に
し
て
、
そ
の

何
倍
の
強
さ
の
地
震
力
が
構
造
物
に
作
用
す
る
か
と
い
う
よ
う
に
、
直
感
的
に
地
震
動
の
強
さ
を
理
解
で
き
る
た

め
で
あ
る
。

例
え
ば
、
水
平
方
向
に
○
・
五
９
の
加
速
度
が
作
用
し
た
と
し
よ
う
。
体
重
八
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
人
を
例
に
と
る

と
、
こ
れ
は
そ
の
人
の
腕
を
誰
か
が
横
に
四
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
力
で
引
っ
張
る
こ
と
に
相
当
す
る
。
－
９
の
重
力

に
よ
っ
て
生
じ
る
自
分
の
重
さ
は
八
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
か
ら
、
○
・
五
９
の
加
速
度
が
水
平
方
向
に
作
用
す
れ

ば
、
体
重
の
○
・
五
倍
の
四
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
水
平
力
が
作
用
す
る
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ロ
ン
グ
ピ
ー
チ
地
震
の
話
に
戻
る
と
、
こ
の
地
震
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
○
・
一
三
９
の
記
録
は
、
当
時
予
想

さ
れ
て
い
た
値
を
大
き
く
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

引
き
続
い
て
米
国
で
は
、
一
九
四
○
年
に
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
ハ
レ
ー
地
震
厩
六
・
九
）
が
起
こ
り
、
エ
ル
セ
ン
ト
ロ

変
電
所
建
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
上
で
最
大
加
速
度
○
・
三
一
９
の
記
録
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
エ
ル
セ
ン
ト
ロ

記
録
」
と
し
て
、
日
本
で
も
動
的
解
析
に
広
く
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
。

日
本
で
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｃ
型
と
呼
ば
れ
る
強
震
計
が
開
発
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り
越
え
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
会
議
で
平
和
条
約
が
調
印
さ
れ
た
後
の
一
九
五
三
年
で
あ
る
。
そ
の
後
、
次
第
に
橋
や
ダ
ム
、
建
物
な

ど
と
そ
の
周
辺
地
盤
で
強
震
観
測
が
開
始
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
、
土
木
構
造
物
に
強
震
計
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
奈
良
県
の
猿
谷
ダ
ム
が
最
初
で
一
九
五
八
年
で
あ

。
■
■
■
凸
一
■
《
■
■
■
■
Ⅱ
。
Ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
１
△
１
■
■
ｉ
Ｂ
ｑ
ｊ
■
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０
６
９
凸
口
■
■
Ｉ
■
■
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０
０
，
日
■
■
■
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
■
■
ｌ
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
巳
己
■
ｐ
ｐ
ｂ
■
，
、
△
■
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■
、
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■
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■
！
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■
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ー

－

●
■
凸
ｒ
■
０
■
■
●
Ｇ
Ｉ
■
且
■
０

る
。
橋
で
は
、
大
阪
府
の
安
治
川
大
橋
（
国
道
四
三
号
線
）
が
最
初
で
一
九
六
一
年
で
あ
る
。

日
本
で
本
格
的
な
強
震
記
録
が
得
ら
れ
た
の
は
一
九
六
二
年
広
尾
沖
地
震
（
″
七
・
一
）
で
、
釧
路
に
お
い
て
最

大
加
速
度
○
・
四
９
の
記
録
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
当
時
、
最
も
大
き
な
地
震
動
で
あ
っ
た
。

そ
の
四
年
後
の
一
九
六
六
年
に
は
米
国
。
ハ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
地
震
凧
五
・
六
）
に
よ
り
、
コ
ラ
メ
観
測
所
に
お

い
て
最
大
加
速
度
○
・
五
ｇ
の
記
録
が
得
ら
れ
た
。

そ
の
後
も
、
強
震
計
の
数
が
増
え
、
よ
り
断
層
に
近
い
地
点
で
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
よ
り
大
き
な

地
震
動
の
記
録
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
大
き
な
記
録
が
得
ら
れ
る
た
び
に
測
定
方
法
や
測
定
場
所
に

問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
騒
が
れ
、
次
に
も
っ
と
大
き
な
記
録
が
得
ら
れ
る
と
、
こ
れ
が
下
火
に
な
る
と
い

う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。

兵
庫
県
南
部
地
震
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
一
九
九
四
年
に
、
米
国
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
市
近
郊
で
起
こ
っ
た

ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
凧
六
・
七
）
で
は
、
震
源
近
く
の
タ
ー
ザ
ナ
・
シ
ダ
ー
ヒ
ル
に
お
い
て
、
最
大
加
速
度
は
一
・
八

ｇ
に
達
し
た
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
周
辺
に
は
地
震
に
よ
る
被
害
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
生
じ
な

強
震
記
録
の
数
が
次
第
に
増
え
る
に
従
っ
て
、
強
い
地
震
動
を
受
け
れ
ば
構
造
物
が
壊
れ
る
の
は
当
然
で
、
む
し

ろ
壊
れ
な
か
っ
た
構
造
物
が
あ
る
こ
と
の
方
に
専
門
家
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い
っ
た
。
大
き
な
最
大
加
速
度
を
持

つ
地
震
動
を
受
け
て
も
被
害
を
生
じ
な
い
構
造
物
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
、
構
造
物

が
塑
性
域
に
入
っ
て
か
ら
の
揺
れ
方
と
構
造
物
自
体
の
ね
ば
り
の
重
要
性
が
次
第
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

か
つ
た
。

０
５
０
５
０
０
５
０
５
０
２
０
２

・
１
１
０
０
０
１
０
０
０

』
】

（
鹿
契
Ｅ
）
削
圃
昼
（
望
Ｅ
）
題
鯛
（
Ｅ
）
域
融

た
。

こ
う
し
た
中
で
起
こ
っ
た
の
が
、
一
九
九
五
年
兵
庫
県
南
部
地
震
で
あ
っ
た
。

■兵
庫
県
南
部
地
震
の
揺
れ
は
ど
の
く
ら
い
強
か
っ
た
？

図
釦
は
、
一
九
九
五
年
兵
庫
県
南
部
地
震
万
七
・
三
、
恥
六
・
九
）
の
と
き
に
気
象
庁
神
戸
海
洋
気
象
台
に
お
い
て

加諌歴

変位

20IO
時刻(s)

図301”5年兵庫県南部地霞による神戸海洋気象台における
地腰動(南北方向）

I

記
録
さ
れ
た
地
震
動
加
速
度
と
、
こ
れ
か
ら
計
算
で
求
め
た
速

度
、
変
位
で
あ
る
。
揺
れ
の
強
か
っ
た
南
北
成
分
を
示
し
て
ぃ

グ
ー
○
○

最
大
地
震
動
加
速
度
は
○
・
九
９
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
重

力
加
速
度
の
○
・
九
倍
と
い
う
強
烈
な
加
速
度
が
南
北
方
向
に

生
じ
た
。
四
秒
～
五
・
五
秒
の
間
と
七
秒
～
九
秒
の
間
で
特
に

加
速
度
が
大
き
い
。
ほ
と
ん
ど
の
構
造
物
は
最
初
の
四
秒
～
五
．

五
秒
に
か
け
て
な
ぎ
倒
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
多
く
の
住
民

が
、
「
飛
行
機
が
飛
び
込
ん
で
き
た
と
思
っ
た
」
「
気
が
つ
い
た

ら
ベ
ッ
ド
か
ら
落
ち
、
ダ
ン
ス
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
」
と

形
容
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
強
烈
な
地
震
動
の
せ
い
で
あ
る
。

た
だ
、
強
い
加
速
度
が
継
続
し
た
の
は
せ
い
ぜ
い
八
秒
く

０
●
一
■
■
Ⅱ
■

Ｇ
５
ｂ
０
▲
８
０
■

１
１
１

１

ｃ
Ｏ
Ｌ
０
凸
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
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一
、一令一

１
１

０
５
０
５
０
２
１
０
１
２
４
２
０
２
邨
燗
１
１
〆
ｌ
‐
ニ
ノ
－
ノ
ｒ
〃
坐
Ｘ
〃
Ｄ
Ｉ
Ｉ
〆
ｋ
‐
－
３
・
／
ｌ
ノ
言
頂

Ｉ
尋

ゞ
↑
０
０
０
０

］
訓
麹
○
・
三
五
メ
ー
ト
ル
も
揺
れ
た
の
で
あ
る
。

●
一

（
逆
Ｅ
）
“
鯛
晨
（
望
Ｅ
）
悩
鯛
（
Ｅ
）
週
燃

図
地

も
う
ひ
と
つ
の
地
震
動
記
録
を
図
訓
に
示
す
。
こ
れ
は

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
の
鷹
取
駅
に
お
い
て
記
録
さ
れ
た
南
北
成
分
で
あ
る
。
こ
の
地
点
は
須
磨
海
浜
公
園
の
す
ぐ
東
側

に
位
置
し
、
被
害
の
著
し
か
っ
た
軟
弱
地
盤
地
帯
の
ほ
ぼ
西
南
端
で
あ
る
。

先
ほ
ど
の
神
戸
海
洋
気
象
台
の
記
録
と
比
べ
る
と
、
最
大
地
震
動
加
速
度
は
約
○
・
八
ｇ
と
小
さ
い
。
し
か
し
、

最
大
地
震
動
変
位
は
○
・
五
メ
ー
ト
ル
を
上
回
っ
て
お
り
、
神
戸
海
洋
気
象
台
の
記
録
の
三
倍
近
い
。
こ
れ
は
地
盤

の
揺
れ
が
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
（
「
卓
越
周
期
」
が
長
い
と
い
う
）
た
め
で
あ
る
。
四
秒
あ
た
り
か
ら
七
秒
あ
た
り

で
卓
越
周
期
は
一
・
二
秒
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
ク
ラ
ス
の
橋
は
、
健
全
な
状
態
に
あ
る
と
き
に
は
○
・
五
秒
程
度
の
固
有
周
期
を
持
っ
て
い
る
が
、
地
震
を

受
け
て
橋
が
傷
み
始
め
る
と
、
固
有
周
期
は
長
く
な
っ
て
き
て
、
容
易
に
健
全
な
状
態
の
固
有
周
期
の
二
、
三
倍
に

な
る
。
一
般
ク
ラ
ス
の
橋
に
は
、
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
の
記
録
は
神
戸
海
洋
気
象
台
の
記
録
よ
り
も
さ
ら
に
。
ハ
ン
チ
の
あ

る
地
震
動
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

構
造
物
の
揺
れ
と
地
盤
の
揺
れ
は
同
じ
で
は
な
い

地
盤
の
揺
れ
と
構
造
物
の
揺
れ
は
同
じ
で
は
な
い
。
当
然
な
が
ら
、
構
造
物
に
被
害
が
生
じ
る
か
ど
う
か
は
、
地

盤
の
揺
れ
で
は
な
く
構
造
物
の
揺
れ
の
大
き
さ
で
決
ま
る
。

揺
れ
の
大
き
さ
は
ど
こ
を
基
準
に
す
る
か
に
よ
っ
て
二
つ
の
定
義
が
あ
る
。
い
ま
地
盤
が
○
・
三
メ
ー
ト
ル
揺

れ
て
、
こ
の
点
か
ら
構
造
物
が
さ
ら
に
同
じ
方
向
に
○
・
五
メ
ー
ト
ル
揺
れ
た
と
し
よ
う
。
地
盤
に
対
す
る
構
造
物

の
相
対
的
な
揺
れ
は
○
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
地
盤
の
揺
れ
を
含
め
た
構
造
物
の
揺
れ
（
い
わ
ば
地

球
の
中
心
に
対
す
る
揺
れ
）
は
○
・
八
メ
ー
ト
ル
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
者
を
「
相
対
応
答
変
位
」
、
後
者
を
「
絶

対
応
答
変
位
」
と
い
う
。
「
応
答
」
と
は
地
盤
の
揺
れ
で
は
な
く
、
構
造
物
の
揺
れ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
加
速
度
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
地
盤
に
対
す
る
相
対
的
な
加
速
度
（
相
対
応
答
加
速
度
）
と
地
球
の
中
心

に
対
す
る
加
速
度
（
絶
対
応
答
加
速
度
）
が
あ
る
。

構
造
物
の
被
害
に
は
、
地
盤
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
構
造
物
が
変
位
す
る
か
、
す
な
わ
ち
、
「
相
対
応
答
変
位
」
が
重

要
で
あ
る
。
一
方
、
構
造
物
に
作
用
す
る
慣
性
力
は
絶
対
応
答
加
速
度
に
比
例
す
る
た
め
、
「
絶
対
応
答
加
速
度
」
が

加壷塵

ｂ
凸
■
■
ｑ
Ｇ
８
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
句
凸
■
■
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■
■
■
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
９
９
０
■
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■
■
ｇ
■
口
Ｈ
■
■
■
■
Ｃ
ｇ
二
■
■
■
■
■
■
■
■
“
■
垂
■
■
■
■
■
■
Ｕ
■
Ｐ
句
４
０
■
■
ｇ
Ｉ
Ｄ
■
○
ｈ
Ｆ
０
１
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｒ
■
■
〃
●
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
《
■
■
■
■
■

▲
Ｕ
９
６
ａ
－
■
Ｔ
凸
■
■
ｏ

０
ａ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
８
０
日
日
日
日
●

釦
③
る

刻
ナ

ら
い
で
あ
る
。
断
層
の
長
さ
が
二
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
で

時
制に

あ
っ
た
か
ら
、
継
続
時
間
は
短
か
っ
た
の
で
あ
る
。

駅取

地
震
動
の
最
大
速
度
は
毎
秒
約
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

鷹Ｒ

毎
時
に
す
る
と
三
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
地
震
動
の
速

』る

０
よ
１
に

度
は
新
幹
線
の
よ
う
に
は
速
く
は
な
い
。
人
が
歩
く
程
度
の

霞地部

速
さ
で
あ
る
。

南県

地
震
動
の
最
大
変
位
は
○
・
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
「
動

零
Ｊ

年
輌
か
ざ
る
こ
と
大
地
の
ご
と
し
」
と
言
わ
れ
る
大
地
が
、
片
側

５
ｔ

Ｏ
”
函
に
は
○
・
二
メ
ー
ト
ル
、
反
対
側
に
は
○
・
一
五
メ
ー
ト
ル
、
計

１
く

訓
麹
○
・
三
五
メ
ー
ト
ル
も
揺
れ
た
の
で
あ
る
。

図
地
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０
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与
週
鯛
眉
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健
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ｅ
遡
倒
呂
坤
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ｅ
圏
翻
昌
騨
健
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墜
閣
呂
坤
笹

固有周期0.5秒

た
だ
し
、
「
相
対
」
と
か
「
絶
対
」
と
い
う
と
難
し
そ
う
に
聞
こ
え
る
た
め
、
相
対
応
答
変
位
、
絶
対
応
答
加
速
度
を

簡
単
に
構
造
物
の
応
答
変
位
、
構
造
物
の
応
答
加
速
度
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

い
ま
、
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
で
観
測
さ
れ
た
地
震
動
が
作
用
す
る
と
、
構
造
物
に
は
ど
の
よ
う
な
応
答
加
速
度
と
応
答

変
位
が
生
じ
る
か
を
計
算
し
た
結
果
が
図
誕
と
図
鯛
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
構
造
物
を
一
つ
の
質
点
と
こ
れ
を
支
持
す

る
ば
ね
で
モ
デ
ル
化
（
二
自
由
度
系
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
）
し
て
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
じ
地
震
動
が
作
用
し
て
も
、
構
造
物
の
揺
れ
方
は
固
有
周
期
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。
固
有
周
期

重
要
で
あ
る
。

が
○
・
五
秒
、
一
秒
、
二
秒
、
三
秒
の
構
造
物
に
生
じ
る
最
大
応
答
加
速
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
九
ｇ
、
一
・
二
ｇ
、
一
・
二

９
、
○
・
三
ｇ
と
な
る
。
地
盤
の
最
大
加
速
度
は
約
○
・
八
ｇ
で
あ
っ
た
か
ら
、
固
有
周
期
が
三
秒
の
場
合
を
除
く
と
、

い
ず
れ
の
場
合
に
も
構
造
物
の
最
大
応
答
加
速
度
は
地
盤
の
最
大
加
速
度
よ
り
大
き
く
な
る
。

構
造
物
の
揺
れ
は
地
盤
の
揺
れ
よ
り
も
大
き
く
な
り
得
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
揺
れ
の
増
幅
」

と
い
う
。
な
ぜ
、
固
有
周
期
が
○
・
五
秒
、
一
秒
、
二
秒
の
場
合
に
揺
れ
が
増
幅
す
る
か
と
い
う
と
、
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
記

録
の
卓
越
周
期
が
○
・
五
秒
～
二
秒
の
範
囲
に
あ
り
、
構
造
物
が
地
震
動
と
共
振
す
る
た
め
で
あ
る
。

一
方
、
構
造
物
に
生
じ
る
応
答
変
位
は
、
固
有
周
期
が
二
秒
の
場
合
に
一
・
二
メ
ー
ト
ル
と
大
き
く
、
固
有
周
期
が

○
・
五
秒
で
は
○
・
一
三
メ
ー
ト
ル
と
小
さ
い
。
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
記
録
は
固
有
周
期
が
二
秒
付
近
の
構
造
物
に
大
き
な

変
位
を
生
じ
さ
せ
る
地
震
動
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

構
造
物
の
揺
れ
の
大
き
さ
を
支
配
す
る
減
衰

構
造
物
の
応
答
に
は
固
有
周
期
の
ほ
か
に
、
構
造
物
が
持
つ
減
衰
特
性
が
影
響
す
る
。
減
衰
と
は
一
度
始
ま
っ

た
揺
れ
が
時
間
と
と
も
に
小
さ
く
な
っ
て
い
く
（
「
減
衰
す
る
」
と
い
う
）
こ
と
で
、
こ
の
度
合
い
は
「
減
衰
定
数
」

に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。
減
衰
定
数
が
ゼ
ロ
で
あ
れ
ば
、
一
度
始
ま
っ
た
揺
れ
は
永
久
に
続
く
。
一
方
、
減
衰
定
数
を

大
き
く
し
て
い
く
と
、
一
度
始
ま
っ
た
揺
れ
は
早
く
ゼ
ロ
に
漸
近
し
て
い
く
。

も
っ
と
減
衰
定
数
を
大
き
く
し
て
い
く
と
、
や
が
て
あ
る
方
向
に
構
造
物
を
引
っ
張
っ
た
あ
と
静
か
に
手
を
離

し
て
振
動
（
自
由
振
動
）
さ
せ
て
も
、
構
造
物
は
引
っ
張
っ
た
側
と
は
反
対
側
に
揺
れ
て
い
か
ず
、
元
の
静
止
位
置

１
ｔ

固有周期1.0秒

一
■
■
Ｇ
５
ｑ
ｐ
●
●
Ｇ
ｄ
、
■
ｐ
ｐ
Ｄ
Ｕ
■
。
。
。
■
－
，
も
〃
■
■
■
●
９
▼

固有周期2.0

固有周期3.0秒

時刻(s）

－ 010銅

図32固有周期によって構造物の応答加速度は
どのように変化するか?(JR鷹取駅記録､減衰定数

0.05）
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図33固有周期によって構造物の応答変位はどの

ように変化するか?(JR鷹取駅記録､減衰定数0．05)
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凸
■
■
■
Ｔ
Ｅ
Ｇ
■
■
■
■
Ｑ
■
■
■
■
■
ｐ
■
。
。
ｉ
■
０
９
１
■
■
■
・
■
０
勺
“
■
■
■
■
■
巳
■
■
■
■
Ｅ
■
■
１
日
■
■
Ｕ
ｇ
Ｄ
■
ｑ
ｑ
８
Ｄ
■
■
■
■
”
心
．
●
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
Ｄ
Ｄ
■
■
■
■
ｑ
ｏ
ｏ
Ｄ
Ｄ
。
・
０
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
＆
■
■
Ｕ
○
・
■
■
■

便
間
隅
Ｆ
２
コ
角
制
ｐ
Ｔ
「
一
つ
０
ｈ
吋
司
測
則
。
Ｊ
夕
里
Ｉ
〃
Ｌ
１
条
】
、
Ｙ
１
】
・
１
．
■
目
Ｊ
α
■
■
■
〃
ｑ
‐
ｄ
Ｅ
β
一
旬

“
醒
叩
煙
秘
叫
哩
叩
越
秘
叫
哩
叩
越
秘
蝿
崎
い
る
。
例
え
ば
、
車
は
路
面
の
衝
撃
を
和
ら
げ
る
た
め
に

（
Ｅ
）
週
倒
蜘
皆
（
Ｅ
）
超
観
坤
笹
（
Ｅ
）
埋
閑
坤
憧

図
変

ス
プ
リ
ン
グ
で
支
持
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
く
見
る
と
ス
プ

リ
ン
グ
の
横
に
「
ダ
ン
パ
ー
」
（
シ
ョ
ッ
ク
と
も
呼
ば
れ
る
）
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ダ
ン
パ
ー
は
走
行
中
の

車
の
揺
れ
を
早
く
止
め
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
装
置
で
あ
る
。
ダ
ン
パ
ー
の
減
衰
定
数
は
臨
界
減
衰
付
近
に

セ
ッ
ト
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
な
い
と
、
で
こ
ぽ
こ
道
を
走
っ
た
際
に
、
一
度
揺
れ
始
め
た
車
体
の
揺
れ
が
止
ま
ら
な
い
う
ち
に

次
の
穴
に
落
ち
込
ん
で
よ
り
揺
れ
が
大
き
く
な
り
、
つ
い
に
は
運
転
が
危
険
な
ほ
ど
車
体
が
揺
れ
る
た
め
で
あ
る
。

ダ
ン
パ
ー
が
臨
界
減
衰
付
近
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
れ
ば
、
一
度
始
ま
っ
た
車
体
の
揺
れ
は
最
短
時
間
で
収
ま
っ
て

減衰定数0．01
い
か
く
、
。一

般
の
構
造
物
で
は
、
車
の
よ
う
に
減
衰
定
数
を
一
・
○
に
ま
で
大
き
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
般
ク
ラ
ス

の
構
造
物
の
減
衰
定
数
は
○
・
○
五
程
度
で
あ
る
。
橋
で
あ
れ
ば
、
一
般
橋
で
は
○
・
○
五
程
度
、
高
橋
脚
で
支
持
さ

れ
た
橋
で
は
○
・
○
三
程
度
、
さ
ら
に
長
大
橋
に
な
る
と
○
・
○
二
程
度
以
下
と
な
る
。

減
衰
定
数
が
○
・
○
二
以
下
に
な
る
と
、
一
度
始
ま
っ
た
揺
れ
は
な
か
な
か
収
ま
ら
ず
、
長
時
間
揺
れ
続
け
る
。

減
衰
定
数
が
○
・
○
二
以
下
と
な
る
の
は
長
大
橋
や
超
高
層
ビ
ル
、
大
容
量
の
石
油
タ
ン
ク
な
ど
で
あ
り
、
こ
う
し

た
構
造
物
は
長
周
期
地
震
動
を
受
け
る
と
、
大
き
な
揺
れ
が
長
時
間
続
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
九
章
に
示
す
。

固
有
周
期
一
秒
の
構
造
物
を
例
に
し
て
、
減
衰
定
数
が
変
わ
る
と
ど
の
よ
う
に
揺
れ
が
変
化
す
る
か
を
示
し
た

例
が
図
弘
で
あ
る
。
減
衰
定
数
を
○
・
○
五
と
し
た
場
合
を
基
準
に
す
る
と
、
減
衰
定
数
が
○
・
○
一
の
場
合
に
は

一
・
四
倍
、
○
．
一
五
の
場
合
に
は
○
・
九
倍
と
な
る
。
こ
の
倍
率
は
強
震
記
録
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
。
多
く
の
強

震
記
録
に
対
す
る
平
均
値
は
、
減
衰
定
数
が
○
・
○
一
の
場
合
に
は
一
・
六
倍
、
○
．
一
五
の
場
合
に
は
○
・
七
倍
程
度

，
〆
｝
峰
か
》
ス
や
。

混
同
さ
れ
が
ち
な
構
造
物
の
揺
れ
と
地
盤
の
揺
れ

構
造
物
の
被
害
は
、
構
造
物
の
揺
れ
の
大
き
さ
と
、
構
造
物
の
強
度
、
変
形
性
能
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
構
造
物
の

減
衰
定
数
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
減
衰
定
数
が
大
き
く

な
る
に
つ
れ
て
、
同
じ
地
震
動
が
作
用
し
た
と
き
の
構
造
物
の
揺
れ
は
小
さ
く
な
る
。

塗杢室数0菫唾

垂垂定数0.15

釦
こ
う
に
漸
近
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

鋤
よ

く
の

す
な
わ
ち
、
揺
れ
の
向
き
が
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
と
交
互

轆
雄麺

榊
に
変
化
す
る
現
象
が
振
動
で
あ
る
か
ら
、
減
衰
を
大
き
く

０
礎
職
し
て
い
く
と
、
や
が
て
構
造
物
は
振
動
し
な
く
な
る
と
い

１
緬
唖
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
状
態
を
「
臨
界
減
衰
」
と
呼
び
、
こ

鑑
峨
の
と
き
の
減
衰
定
数
が
一
・
○
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
一

て
１

蕊
諏
度
始
ま
っ
た
振
動
は
臨
界
減
衰
、
す
な
わ
ち
減
衰
定
数
が

定
個
一
・
○
の
と
き
に
最
短
時
間
で
静
止
位
置
に
収
敵
す
る
。

知
蠣
識
臨
界
減
衰
は
私
た
ち
の
生
活
で
も
よ
く
利
用
さ
れ
て

弘
磁
い
る
。
例
え
ば
、
車
は
路
面
の
衝
撃
を
和
ら
げ
る
た
め
に

図
変
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被
害
を
決
定
す
る
の
は
、
構
造
物
の
揺
れ
で
あ
っ
て
地
盤
の
揺
れ
で
は
な
い
。
両
者
が
混
同
さ
れ
る
場
合
が
多
い

が
、
耐
震
設
計
で
は
両
者
を
峻
別
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
地
震
動
の
最
大
加
速
度
が
－
９
と
、
構
造
物
の

最
大
応
答
加
速
度
が
－
９
で
は
全
く
意
味
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

た
だ
し
、
固
有
周
期
が
○
・
○
五
秒
以
下
と
い
っ
た
よ
う
に
ご
く
短
い
構
造
物
の
応
答
加
速
度
は
地
盤
の
加
速
度

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
に
な
る
。
固
有
周
期
が
ご
く
短
い
と
い
う
こ
と
は
、
剛
性
が
極
め
て
大
き
い
構
造
物
で
あ
り
、
こ

う
し
た
剛
体
状
の
構
造
物
は
独
自
に
変
形
し
な
い
た
め
、
地
盤
の
揺
れ
の
通
り
に
揺
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
固
有
周
期
が
○
・
二
秒
程
度
か
ら
長
く
な
る
と
、
構
造
物
の
応
答
加
速
度
は
地
盤
の
加
速
度
よ
り
も
増

幅
さ
れ
て
大
き
く
な
る
場
合
が
多
い
。
さ
ら
に
固
有
周
期
が
数
秒
と
長
く
な
る
と
、
構
造
物
の
応
答
加
速
度
は
地

盤
の
加
速
度
よ
り
も
小
さ
く
な
る
。
地
盤
の
揺
れ
に
比
較
し
て
ど
れ
だ
け
構
造
物
の
揺
れ
が
増
幅
さ
れ
た
り
減
少

す
る
か
は
、
減
衰
定
数
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
。
．

こ
の
よ
う
に
同
じ
地
震
動
に
対
し
て
も
、
固
有
周
期
と
減
衰
定
数
に
よ
っ
て
構
造
物
の
揺
れ
は
変
化
す
る
た
め
、

こ
れ
を
統
一
的
に
表
す
た
め
に
使
わ
れ
る
の
が
「
地
震
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
」
で
あ
る
。
単
に
「
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
」

求
め
る
と
、
図
調
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
減
衰
定
数
は
○
・
○
五
と

４

蕊

》
順
次
、
大
き
な
橋
を
表
し
て
い
る
と
み
れ
ば
よ
い
。

５
０
５
０

１
１
０
０

（
Ｅ
）
域
観
Ｋ
咽
ｆ
、

前
に
も
述
べ
た
が
、
固
有
周
期
が
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
は
、
質
点
を
支
持

ル外
し
て
い
る
ば
ね
が
無
限
に
硬
い
場
合
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
と
き
に
は
質

難

３
２
１
０

睡
答
ス
ペ
ク
ト
ル
は
ゼ
ロ
と
な
る
。

（
ｅ
“
鯛
異
抑
笹

耐
震
設
計
に
重
要
な
地
震
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル

神
戸
海
洋
気
象
台
と
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
の
記
録
に
対
し
て
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
と
変
位
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を

と
９
も
い
鎗
フ
。

地
震
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
と
は
、
図
犯
～
図
弘
に
示
し
た
、
あ
る
地
震
動
に
対
す
る
構
造
物
の
揺
れ
の
最
大
値
を
い

ろ
い
ろ
な
固
有
周
期
や
減
衰
定
数
に
対
し
て
連
続
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
構
造
物
の
揺
れ
を
最
大
応
答
加
速

度
で
表
し
た
「
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
」
、
最
大
応
答
変
位
で
表
し
た
「
変
位
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
」
が
耐
震
設
計
に

よ
く
用
い
ら
れ
る
。

｣R屡取駅配繊
戸
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勺
日
■
０

ま
ず
、
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
か
ら
見
て
み
よ
う
。
神
戸
海
洋
気
象
台
で
観
測
さ
れ
た
強
震
記
録
が
作
用
す

る
と
、
○
・
五
秒
～
一
秒
と
普
通
規
模
の
橋
が
持
つ
固
有
周
期
の
範
囲
で
は
平
均
的
に
二
ｇ
程
度
の
応
答
加
速
度
が

生
じ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
大
地
震
動
加
速
度
は
固
有
周
期
ゼ
ロ
で
の
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
か
ら
約
○
・
九

９
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
橋
の
揺
れ
は
地
盤
の
揺
れ
の
二
・
二
倍
程
度
に
増
幅
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
の
強
震
記
録
を
作
用
さ
せ
た
場
合
に
は
、
応
答
加
速
度
は
固
有
周
期
が
一
秒
～
一
・
五
秒
付

近
で
は
平
均
し
て
二
ｇ
程
度
と
な
る
。
最
大
地
震
動
加
速
度
は
約
○
・
八
９
で
あ
る
か
ら
、
橋
の
揺
れ
は
地
盤
の
加

速
度
の
二
・
五
倍
程
度
に
増
幅
さ
れ
る
。

な
お
、
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
の
記
録
の
方
が
神
戸
海
洋
気
象
台
の
記
録
よ
り
も
固
有
周
期
の
長
い
橋
で
揺
れ
が
大
き
く

な
る
の
は
、
地
震
動
の
卓
越
周
期
が
神
戸
海
洋
気
象
台
の
記
録
よ
り
も
長
い
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
神
戸
海
洋

気
象
台
よ
り
も
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
の
方
が
表
層
地
盤
が
軟
弱
で
あ
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

橋
に
生
じ
る
応
答
加
速
度
に
橋
の
質
量
を
乗
じ
る
と
、
橋
に
作
用
し
た
慣
性
力
が
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
．
て
、

加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
は
橋
に
作
用
し
た
地
震
力
（
慣
性
力
）
の
大
き
さ
を
表
す
指
標
と
見
れ
ば
よ
い
。

こ
の
結
果
、
橋
が
ど
れ
だ
け
変
位
す
る
か
を
示
す
の
が
変
位
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
橋
に
被
害
が
生
じ
る

か
否
か
は
ど
れ
だ
け
橋
が
変
形
す
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
か
ら
、
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
以
上
に
変
位
応
答
ス

以
上
の
よ
う
に
、
構
造
物
の
揺
れ
を
表
す
た
め
に
地
震
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
に
は
、

対
象
構
造
物
の
固
有
周
期
と
減
衰
定
数
を
理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
固
有
周
期
や
減
衰
定
数
が
マ
ス
コ
ミ
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
た
め
、
国
民
の
認
知
度
は
低
い
が
、
地
盤
の
揺
れ
と
構
造
物
の
揺
れ
を
峻
別

＄

し
、
耐
震
設
計
で
重
要
な
構
造
物
の
揺
れ
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
地
震
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
重
要
で
あ
る
。

変
位
と
変
形
は
何
が
違
う
か

図
鯛
と
図
弘
に
は
構
造
物
に
生
じ
る
応
答
変
位
を
示
し
た
が
、
構
造
物
に
被
害
が
生
じ
る
か
否
か
は
構
造
物
に
生

じ
る
変
形
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
変
位
と
変
形
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
、
同
じ
材
質
で
作

ら
れ
、
高
さ
が
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
同
じ
マ
ッ
チ
箱
を
二
つ
積
み
重
ね
た
構
造
を
考
え
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
上

の
マ
ッ
チ
箱
よ
り
も
下
の
マ
ッ
チ
箱
の
方
が
厚
い
紙
で
作
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

上
の
マ
ッ
チ
箱
を
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
だ
け
横
に
引
っ
張
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
と
き
、
上
の
マ
ッ
チ
箱
の
上
面

は
下
面
に
対
し
て
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
下
の
マ
ッ
チ
箱
の
上
面
は
下
面
に
対
し
て
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
変
位
す

ペ
ク
ト
ル
は
重
要
で
あ
る
。

る
と
し
よ
う
。

あ
る
構
造
物
が
あ
る
値
だ
け
水
平
方
向
に
変
位
し
た
と
き
に
生
じ
る
変
形
を
せ
ん
断
変
形
と
い
い
、
水
平
変
位

の
大
き
さ
を
高
さ
で
割
っ
た
値
を
せ
ん
断
ひ
ず
み
と
い
う
。
ひ
ず
み
は
変
形
の
大
き
さ
を
表
す
無
次
元
量
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
、
あ
る
構
造
物
を
上
向
き
に
引
っ
張
っ
た
と
き
（
下
向
き
に
抑
え
た
と
き
）
に
、
上
向
き
に
伸
び
る

（
下
向
き
に
縮
む
）
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
変
形
を
引
張
変
形
（
圧
縮
変
形
）
と
い
い
、
伸
び
（
縮
み
〉
の
大
き
さ
を

高
さ
で
割
っ
て
無
次
元
化
し
た
値
を
引
張
ひ
ず
み
（
圧
縮
ひ
ず
み
）
と
い
う
。

さ
て
、
こ
の
例
で
は
、
上
の
マ
ッ
チ
箱
は
高
さ
が
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
水
平
に
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
変
位
し
た

Ｉ
ｉ

も
り
Ｑ

凸
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０
．
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や
０
り
＃
Ｉ

た
め
、
せ
ん
断
ひ
ず
み
は
一
○
○
％
に
な
る
。
同
じ
よ
う
に
下
の
マ
ッ
チ
箱
の
せ
ん
断
ひ
ず
み
は
五
○
％
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
マ
ッ
チ
箱
の
水
平
変
位
を
次
第
に
大
き
く
し
て
い
く
と
、
当
然
、
せ
ん
断
ひ
ず
み
の
大
き

い
上
の
マ
ッ
チ
箱
か
ら
先
に
壊
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ど
れ
だ
け
の
ひ
ず
み
が
生
じ
る
か
は
構
造
物
の
耐
震
性
を
支
配
す
る
重
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ

る
。
実
際
の
構
造
物
は
、
高
さ
方
向
に
形
状
や
断
面
、
材
質
が
異
な
る
た
め
も
っ
と
複
雑
で
、
こ
れ
ら
の
特
性
に
基

づ
い
て
各
部
の
ひ
ず
み
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
題
を
簡
単
に
す
る
た
め
、
あ
る
橋
が
上
か
ら
下
ま
で
同
じ
形
状
、
断
面
、
材
質
で
で
き
て
い
て
、
ど
の
高
さ
で
も

同
じ
だ
け
ひ
ず
み
が
生
じ
る
と
仮
定
し
よ
う
。
こ
う
す
る
と
、
橋
に
生
じ
る
変
位
を
橋
の
高
さ
で
割
っ
た
だ
け
の

ひ
ず
み
が
生
じ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
い
う
視
点
か
ら
も
う
一
度
、
図
調
の
（
ｂ
）
に
示
し
た
変
位
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
見
る
と
、
固
有
周
期
が
一
秒

あ
た
り
ま
で
の
橋
に
は
神
戸
海
洋
気
象
台
記
録
と
Ｊ
Ｒ
朧
取
駅
記
録
は
ほ
ぼ
同
程
度
の
ひ
ず
み
を
生
じ
さ
せ
る

と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、
固
有
周
期
が
一
秒
以
上
の
橋
で
は
、
神
戸
海
洋
気
象
台
記
録
よ
り
も
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
記
録
の

方
が
二
倍
程
度
以
上
、
大
き
な
ひ
ず
み
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

固
有
周
期
一
秒
と
い
う
と
、
普
通
規
模
の
橋
が
損
傷
し
て
弱
り
始
め
た
と
き
の
固
有
周
期
で
あ
る
。
こ
う
し
た

橋
に
は
、
神
戸
海
洋
気
象
台
記
録
よ
り
も
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
記
録
の
方
が
は
る
か
に
パ
ン
チ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
変

位
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。

屑榊…矧榊州一声
電釦
SO

曾_釦
40印的1m1麺140時刻(S)

図36東北地方太平洋沖地震による宮城県栗原市築館における加速度配録〈南北方向)(防災
科学技術研究所K･NETによる） I

最
大
加
速
度
が
大
き
く
て
も
、
構
造
物
に
小
さ
な
影
響
し
か
与
え
な
い
地
震
動
が
あ
る

構
造
物
に
与
え
る
地
震
動
の
強
さ
は
、
構
造
物
に
生
じ
る
変
位
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル

や
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
用
い
て
評
価
す
べ
き
で
あ
り
、
地
盤
の
揺
れ
の
最
大

加
速
度
（
最
大
地
震
動
加
速
度
）
で
地
震
動
の
強
さ
を
評
価
す
る
こ
と
は
、
耐
震
設
計

で
は
注
意
す
べ
き
号
と
い
う
例
を
示
そ
う
。

二
○
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
万
八
・
四
、
必
九
・
○
）
で
は
、
東
北
地
方

や
北
関
東
の
広
範
囲
な
地
域
で
気
象
庁
震
度
は
６
以
上
と
な
っ
た
が
、
宮
城
県
栗
橋

市
築
館
で
は
気
象
庁
震
度
は
７
に
達
し
た
。
し
か
し
、
築
館
で
は
橋
や
建
物
な
ど
の

構
造
物
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

築
館
で
は
、
図
弘
の
強
震
記
録
が
得
ら
れ
て
い
る
。
加
速
度
の
大
き
か
っ
た
南
北
方

向
の
地
盤
加
速
度
を
示
し
て
い
る
。
揺
れ
が
長
く
続
き
、
九
五
秒
あ
た
り
で
最
大
地

震
動
加
速
度
は
二
七
メ
ー
ト
ル
／
秒
に
達
し
た
。
実
に
重
力
加
速
度
の
二
・
八
倍
も

の
大
き
な
加
速
度
で
あ
る
。

こ
の
加
速
度
記
録
か
ら
地
震
動
速
度
と
地
震
動
変
位
を
計
算
す
る
と
、
図
”
の
よ

う
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
最
大
加
速
度
が
生
じ
た
前
後
の
二
○
秒
間
の
波
形
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
を
図
釦
や
図
訓
に
示
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
の
と
き
の
神
戸
海
洋
気

象
台
記
録
や
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
記
録
と
比
較
す
る
と
、
築
館
の
記
録
は
卓
越
周
期
が
約

ｊ
ｕ
Ｊ
Ｅ

１
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14 な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。

釦
加ち

ょ
う
ど
、
机
を
手
の
こ
ぶ
し
で
た
た
い
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
机
の
上
に
加
速
度
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
て

こ
ぶ
し
で
思
い
切
り
机
を
た
た
く
と
、
数
９
も
の
大
き
な
加
速
度
が
記
録
さ
れ
る
。
し
か
し
、
机
は
壊
れ
な
い
。
い

か
に
最
大
加
速
度
が
大
き
く
て
も
、
机
に
生
じ
る
ひ
ず
み
（
変
位
、
変
形
）
が
小
さ
い
た
め
で
あ
る
。

は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
小
さ
い
。

甲

， ．I．’
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(b)変位応答スペクトル

0

謹
糊
鯏
霊
驚
き
灘

固
有
周
期
○
・
五
秒
以
上
の
領
域
で
は
築
館
の
記
録

こ
れ
が
最
大
地
震
動
加
速
度
は
大
き
か
っ
た
が
、
構
造
物
の
被
害
は
生
じ

変位

” 1m時刻(s)

図37東北地方太平洋沖地震による宮城県栗原市築館に
おける地鯉動(南北方向）

図38東北地方太平洋沖地涯による宮城県栗原市築館における地震動の加速度および変位応
答スペクトル(減衰定数は0.05）

こ
の
よ
う
な
例
は
、
二
○
○
八
年
岩
手
。
宮
城
内
陸
地

震
（
〃
七
・
二
）
で
も
起
こ
っ
て
い
る
。
断
層
上
に
位
置

し
た
一
関
市
（
一
関
西
観
測
点
）
に
お
い
て
、
最
大
地
震

動
加
速
度
が
四
・
－
９
も
の
上
下
方
向
記
録
が
得
ら
れ

た
の
で
あ
る
・
水
平
方
向
に
は
こ
の
半
分
ほ
ど
の
加
速

度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
現
在
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
最
も

大
き
な
地
震
動
加
速
度
の
記
録
と
し
て
ギ
ネ
ス
に
認
定

さ
れ
て
い
る
。

観
測
点
周
辺
に
は
め
ぼ
し
い
構
造
物
が
な
か
っ
た

が
、
観
測
小
屋
周
辺
の
ト
イ
レ
や
休
憩
所
を
見
る
と
、
全

く
被
害
は
生
じ
て
い
な
い
。

上
下
方
向
の
記
録
に
は
、
下
向
き
よ
り
も
上
向
き
の

加
速
度
の
方
が
大
き
い
と
い
う
、
片
揺
れ
が
生
じ
て
い

る
。
あ
た
か
も
地
盤
が
上
向
き
に
跳
び
上
が
っ
た
か
の

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
防
災
科
学
技
術
研
究
所
で

は
、
大
地
震
時
に
震
央
付
近
に
生
じ
る
地
震
動
に
対
す

る
新
し
い
知
見
と
し
て
、
こ
れ
を
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
効
果

○
・
二
秒
と
短
い
。
こ
の
た
め
最
大
地
震
動
加
速
度

は
神
戸
海
洋
気
象
台
、
Ｊ
Ｒ
職
取
駅
の
記
録
と
比
較

し
て
約
三
倍
も
大
き
い
が
、
速
度
や
変
位
は
小
さ
い

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
を
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
と
変
位
応
答
ス

ペ
ク
ト
ル
で
表
し
た
の
が
、
図
詔
で
あ
る
。
固
有
周
期

○
・
二
秒
で
は
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
は
約
一
三

９
に
も
達
す
る
が
、
固
有
周
期
一
秒
に
な
る
と
○
・
六

９
程
度
で
し
か
な
い
・
図
詣
に
示
し
た
兵
庫
県
南
部

I
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こ
れ
に
対
し
て
、
片
揺
れ
は
強
震
計
が
設
置
さ
れ
て
い
た
観
測
小
屋
が
水
平
方
向
の
地
震
の
揺
れ
で
ロ
ッ
キ
ン

グ
振
動
し
、
小
屋
の
底
面
が
地
盤
か
ら
浮
き
上
が
っ
た
り
接
触
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
だ
と
い
う
解
析
が
行
わ

れ
て
い
る
。
著
者
も
こ
の
方
が
現
実
的
だ
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
最
大
地
震
動
加
速
度
が
大
き
く
て
も
、
構
造
物
に
小
さ
な
変
位
し
か
生
じ
な
い
地
震
動
が
あ
る

こ
と
を
悪
用
し
て
、
こ
の
よ
う
な
地
震
動
を
入
力
し
た
動
的
解
析
を
行
い
、
あ
た
か
も
そ
の
構
造
物
の
耐
震
性
が
高

い
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
た
解
析
に
は
用
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
味
の
な
い
解
析
で
あ
る
か
否
か
は
、
動
的
解
析
に
用
い
た
地
震
動
の
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
や
変
位
応
答

ス
ペ
ク
ト
ル
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
。

な
お
、
構
造
物
の
中
に
は
機
械
系
施
設
の
よ
う
に
固
有
周
期
が
○
・
二
秒
以
下
と
短
い
も
の
も
あ
る
。
こ
う
い
う

構
造
物
に
は
築
館
の
地
震
動
が
影
響
を
与
え
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
固
有
周
期
が
○
・
二
秒
以
下

と
剛
性
が
高
い
構
造
物
で
は
、
内
容
物
の
圧
力
や
腐
食
に
対
す
る
余
裕
代
等
、
地
震
以
外
の
様
友
な
要
因
で
構
造
断

面
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
う
い
う
構
造
物
や
構
造
部
材
で
は
、
地
震
の
影
響
が
直
接
的
な
脅
威
で
は

●
な
い
。

橋
は
気
象
庁
震
度
６
に
持
つ
か
？
震
度
７
に
は
？

気
象
庁
震
度
は
国
民
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
指
標
で
あ
る
。
し
か
し
、
気
象
庁
震
度
が
７
で
あ
っ
て
も
周
辺
の
構

造
物
の
被
害
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
構
造
物
の
耐
震
設
計
に
気
象
庁
震
度

を
使
用
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。

一
番
め
は
、
気
象
庁
震
度
（
一
九
六
六
年
以
降
は
計
測
震
度
）
は
、
地
震
動
加
速
度
に
あ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け

て
地
震
動
の
強
さ
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
気
象
庁
震
度
は
あ
く
ま
で
地
震
動
加
速
度

の
強
さ
を
表
す
指
標
で
あ
り
、
地
震
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
の
よ
う
に
構
造
物
の
揺
れ
の
強
さ
を
指
標
化
し
た
も
の
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
と
き
の
築
館
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

二
番
め
は
、
仮
に
構
造
物
に
同
じ
応
答
変
位
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
壊
れ
る
か
は
構
造
物
の

強
度
と
変
形
性
能
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
異
な
っ
て
く
る
た
め
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
あ
る
構
造
物
が
気
象
庁
震
度
６
強
に
耐
え
る
と
か
、
震
度
７
で
も
倒
壊
し
な
い
と
い
う
使
い
方

は
、
構
造
物
の
耐
震
設
計
で
は
し
て
は
な
ら
な
い
・
構
造
物
の
耐
震
設
計
で
は
、
地
震
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
等
の
工
学

的
な
指
標
で
地
震
力
を
表
現
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
昨
今
、
構
造
物
の
耐
震
性
の
高
さ
を
強
調
す
る
た
め
、
「
気
象
庁
震
度
７
に
対
し
て
も
安
全
」
と
い
っ
た
表

現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
不
思
議
な
表
現
で
あ
る
。
上
限
の
な
い
震
度
７
に
対
し
て
安
全

性
を
担
保
す
る
こ
と
は
、
工
学
的
に
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

と
名
付
け
た
。

距
離
減
衰
式
と
は
？

０地
震
動
や
地
震
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
一
般
に
同
程
度
の
規
模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
の
地
震
で
あ
れ
ば
断
層

I
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堀
マ
ト

ル
に
相
当
す
る
。
図
の
縦
軸
と
横
軸
は
対
数
で
表
し
て
い
る
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
レ
ン
ジ
を
示
す
○
や
×
な
ど
の
値
を
見
る
と
、
断
層
か
ら
の
距
離
が
短
く
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
が
大
き
い
ほ
ど
、
全
体
と
し
て
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
値
を
解
析
し
て
求
め
た
距
離
減
衰
式
に
よ
っ
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
五
、
六
、
七
、
八
の
場

合
を
計
算
し
た
推
定
値
も
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
の
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
断
層
か
ら
二
○
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
は
約
一
○
○
○
ガ
ル
の
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
生
じ
る
と
い
う
よ
う
に
、
構
造
物
の

揺
れ
の
強
さ
を
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

1000

如
鋤
に
近
い
ほ
ど
、
ま
た
、
断
層
か
ら
同
程
度
の
距
離
で
あ
れ
ば
マ
グ
ニ

鑑
識

。
、
窪
確
層
の
位
置
に
応
じ
て
地
震
動
や
地
溌
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
推
定
す
る

鋤
燕
た
め
に
、
耐
震
設
計
で
は
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
利

１

０
１
０
０
１

０
０
０
１

〔
一
画
嘗
工
心
そ
Ｋ
蜘
笹
遡
溺
員
図
ラ
用
で
き
る
距
離
減
衰
式
の
精
度
は
ま
だ
不
十
分
で
、
距
離
減
衰
式
で

推
定
さ
れ
た
地
震
動
や
地
震
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
は
倍
、
半
分
の
幅
が
あ
る
。

い
ま
、
固
有
周
期
一
・
○
秒
、
減
衰
定
数
○
・
○
五
の
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
断
層
か

ら
の
最
短
距
離
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
示
し
た
一
例
が
図
酌
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
七
八
年
か
ら

二
五
年
間
に
日
本
と
そ
の
周
辺
に
生
じ
た
一
八
三
地
震
に
よ
っ
て
、
中
程
度
の
固
さ
の
地
盤
（
Ⅱ
種
地
盤
）
上
で
観

測
さ
れ
た
八
四
三
記
録
を
示
し
た
結
果
で
あ
る
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
五
・
○
か
ら
八
・
○
以
上
ま
で
の
範
囲
を
四
区
分
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
加
速
度
応
答
ス

ニ
句
ク
』
■

ペ
ク
ト
ル
を
ガ
ル
単
位
で
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
一
ガ
ル
と
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
／
秒
で
、
－
９
は
九
八
○
ガ

哩堕調

≦
０
０
０
０
０
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０
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断層面最短距離価m]

0

I
図40加速度応答スペクトル値の距離減衰(ノーマ

ルグラフで表した場合）

倍
・
半
分
の
精
度
し
か
な
い
距
離
減
衰
式

問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
距
離
減
衰
式
に
よ
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル

値
の
推
定
精
度
で
あ
る
。
図
調
で
は
縦
軸
と
横
軸
が
と
も
に
対
数

軸
で
表
さ
れ
て
い
る
の
が
ミ
ソ
で
、
一
般
に
こ
の
よ
う
な
形
で
距

離
減
衰
式
は
表
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
ノ
ー
マ
ル
軸
で
プ
ロ
ッ

ト
し
直
す
と
、
図
印
の
よ
う
に
な
る
。

図
調
で
は
な
ん
と
な
く
、
断
層
か
ら
の
距
離
が
近
い
ほ
ど
、
ま
た

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
大
き
い
ほ
ど
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
は
大

き
く
な
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
図
如
で
は
こ
れ
が
わ
か
る
だ
ろ
う

■
０
■
０

●
口
吐
ワ
ユ
■
ｑ
Ｈ
８
ａ
Ｂ
８
９
ａ

ｅ
Ｉ

■
８
■
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炉

地
震
力
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
仮
に
九
二
三
ガ
ル
と
求
め
ら
れ
た
と
す
れ

ば
、
工
学
的
に
は
「
安
全
率
」
を
見
込
ん
で
一
二
○
○
ガ
ル
と
か
一
五
○
○
ガ
ル
と
、
余
裕
を
も
っ
た
値
を
採
用
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
安
全
率
は
無
知
係
数
な
ど
と
椰
楡
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
想
定
外
の
状
態
に
備
え
る
た
め

断
層
を
特
定
し
た
地
震
動
の
評
価

近
年
、
断
層
を
特
定
し
て
地
震
動
を
推
定
す
る
手
法
が
開
発
さ
れ
、
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
「
震
源
断
層
を

特
定
し
た
強
震
動
予
測
手
法
」
で
は
、
標
準
的
な
震
源
モ
デ
ル
の
設
定
手
法
（
レ
シ
ピ
）
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
手
法
で
は
、
震
源
内
を
大
き
な
揺
れ
を
起
こ
す
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
領
域
と
そ
れ
以
外
の
領
域
に
分

前
に
、
本
書
で
は
加
速
度
の
単
位
を
ガ
ル
で
は
な
く
９
で
表
す
理
由
を
示
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
一
桁
の
精
度

さ
え
怪
し
い
と
い
う
事
実
を
知
ら
ず
、
九
二
三
ガ
ル
な
ど
と
表
示
す
る
と
、
あ
た
か
も
精
度
が
あ
る
か
の
よ
う
に
思

い
込
み
か
ね
な
い
と
い
う
点
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
一
グ
ラ
ム
と
い
え
ば
よ
い
も
の
を
一
○
○
○
ミ
リ
グ
ラ
ム

と
い
っ
て
、
あ
た
か
も
あ
る
成
分
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
る
か
の
錯
覚
を
与
え
よ
う
と
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

構
造
解
析
で
は
、
構
造
物
が
弾
性
（
線
形
）
状
態
に
あ
れ
ば
三
桁
以
上
の
精
度
で
解
析
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
構

造
物
が
塑
性
（
非
線
形
）
域
に
入
っ
た
り
地
盤
が
介
在
す
る
と
、
一
桁
か
せ
い
ぜ
い
二
桁
の
精
度
に
落
ち
る
。
こ
れ

に
一
桁
の
精
度
も
な
い
地
震
動
を
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
耐
震
解
析
の
難

し
さ
が
あ
る
。

か
。
耐
震
設
計
で
は
、
二
○
○
ガ
ル
と
か
三
○
○
ガ
ル
と
い
っ
た
小
さ
な
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
で
は
な
く
、
も
っ
と
大

き
な
と
こ
ろ
が
重
要
だ
と
い
う
視
点
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

図
如
に
も
先
ほ
ど
の
距
離
減
衰
式
に
よ
る
推
定
値
が
線
で
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
変
化
の
様
子
が
想
像
で
き
な

く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
線
が
な
け
れ
ば
、
縦
軸
と
横
軸
に
相
関
が
あ
る
と
は
見
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
デ
ー
タ
は
満
天
の
星
の
よ
う
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
限
ら
ず
、
ど
の
指
標
を
用
い
て
も
、
揺
れ
の
強
さ
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、
距
離
の
関

係
に
は
低
い
相
関
し
か
な
い
・
倍
、
半
分
の
世
界
で
あ
る
。
地
震
動
は
地
殻
の
破
壊
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、

壊
れ
方
に
よ
っ
て
揺
れ
方
は
大
き
く
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

い
ま
、
同
じ
大
き
さ
と
厚
さ
の
ガ
ラ
ス
の
板
二
○
枚
を
、
両
手
で
折
り
曲
げ
て
割
っ
て
み
る
と
、
割
れ
方
は
毎
回

異
な
り
、
し
た
が
っ
て
生
じ
る
振
動
も
毎
回
違
う
。
物
性
が
ほ
ぼ
均
一
な
ガ
ラ
ス
の
板
と
違
っ
て
、
断
層
の
破
壊
は

も
っ
と
複
雑
で
あ
る
。

東
日
本
と
西
日
本
、
あ
る
い
は
太
平
洋
岸
と
日
本
海
側
、
内
陸
の
揺
れ
を
同
じ
距
離
減
衰
式
で
表
そ
う
と
す
る
と

こ
ろ
に
無
理
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
破
壊
に
伴
う
応
力
降
下
量
な
ど
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
パ
ラ
メ
ー
タ
が
距

離
減
衰
式
に
は
抜
け
落
ち
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
距
離
減
衰
式
で
推
定
し
た
結
果
、
い
ま
、
あ
る
橋
の
建
設
地
点
で
九
二
三
ガ
ル
と
い
う
加
速
度
応
答

ス
ペ
ク
ト
ル
が
得
ら
れ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、
こ
の
値
に
は
何
桁
の
精
度
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
と
て
も
一
の
位

や
一
○
の
位
の
値
に
精
度
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
一
○
○
の
位
で
さ
え
怪
し
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
工
学
的
な
智
恵
で
あ
る
。

0
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９
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■
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多
く
の
例
で
は
、
気
象
庁
震
度
で
比
較
す
る
と
整
合
し
て
い
る
と
か
、
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
軸
と
周
期
軸
を
両
対
数

グ
ラ
フ
で
表
し
た
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
で
し
か
な
い
・
両
対

数
グ
ラ
フ
で
し
か
解
析
精
度
が
示
せ
な
い
こ
と
は
、
耐
震
設
計
に
用
い
る
た
め
に
必
要
な
精
度
か
ら
一
オ
ー
ダ
ー

一
番
め
は
、
新
し
い
手
法
を
用
い
る
際
に
は
、
推
定
精
度
の
検
証
が
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
手
法
で
は
橋
の
耐
震

解
析
に
必
要
な
レ
ベ
ル
の
解
析
精
度
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
文
献
に
よ
る
と
、
過
去
に
起
こ
っ
た
地

震
に
よ
る
地
震
動
を
解
析
し
て
手
法
の
妥
当
性
が
検
証
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
耐
震
設
計
で
地
震
動
が
実
測
値
と
よ
く
一
致
す
る
と
見
な
す
た
め
に
は
、
単
に
多
数
の
解
析
地
点
の
中

の
ど
こ
か
一
、
二
カ
所
で
最
大
変
位
や
最
大
速
度
が
似
た
値
に
な
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
耐
震
設
計
に
影

響
を
与
え
る
レ
ベ
ル
以
上
の
強
度
を
持
つ
複
数
の
観
測
点
で
、
推
定
さ
れ
た
地
震
動
と
実
測
の
地
震
動
の
波
形
特

性
が
よ
く
整
合
し
た
上
で
、
地
震
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
レ
ベ
ル
も
よ
く
一
致
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
現
在
ま
で
に
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
足
す
る
実
証
例
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
ま
に
波
形
の
特
徴
が
合
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
る
例
も
あ
る
が
、
一
部
だ
け
の
地
点
で
あ
っ
た
り
、
ほ
と
ん
ど
波
形
と
し
て
の
特
徴
を
捉
え
て
い

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
内
で
は
す
べ
り
量
、
応
力
降
下
量
、
破
壊
伝
播
速
度
が
一
様
で
あ
る
と
仮
定
し
て
、
任
意
の
地

点
で
の
地
震
動
を
解
析
す
る
。

こ
の
手
法
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
地
震
動
を
耐
震
設
計
に
適
用
す
る
際
に
は
、
二
つ
の
点
を
理
解
し
て
お
か
な

な
い
場
合
が
多
い
。

破
壊
の
仕
方
を
予
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
ば
、
連
続
し
て
断
層
が
あ
る
地
域
で
は
、
断
層
が
す
べ
て
一
度

に
破
壊
す
る
の
か
、
あ
る
区
間
ご
と
に
破
断
す
る
の
か
、
ど
こ
に
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
ー
が
で
き
る
の
か
を
知
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
既
に
起
こ
っ
た
地
震
に
対
す
る
逆
解
析
で
は
、
破
壊
し
た
断
層
や
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
ー
の
お
お
よ
そ

の
位
置
や
そ
の
特
性
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
こ
れ
ら
を
地
震
前
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
う
な
る
と
、
考
え
得
る
多
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
の
組
み
合
わ
せ
に
対
し
て
す
べ
て
解
析
し
、
地
震
動
が
ど
の
範
囲

に
な
る
か
を
調
べ
て
み
る
と
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
る
。
当
然
、
解
析
結
果
に
は
大
き
な
幅
が
生
じ
、
こ
の
中
の
ど

の
地
震
動
を
設
計
に
使
用
す
る
か
に
迷
う
の
が
普
通
で
あ
る
。

新
し
い
技
術
に
は
期
待
が
大
き
い
が
、
そ
の
精
度
を
考
え
て
結
果
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
低
い
レ
ベ
ル
で
し
か
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

二
番
め
は
、
断
層
の
範
囲
や
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
ー
、
応
力
降
下
量
な
ど
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
で

あ
る
。
過
去
の
地
震
に
よ
る
地
震
動
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
際
に
は
、
解
析
結
果
が
実
測
値
に
最
も
近
く
な

る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
定
め
れ
ば
よ
い
が
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
地
震
に
対
し
て
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

確
率
論
に
基
づ
く
地
震
動
の
評
価

過
去
の
地
震
の
起
こ
り
具
合
か
ら
、
今
後
も
同
じ
割
合
で
地
震
が
起
こ
る
と
仮
定
し
て
、
あ
る
地
点
に
今
後
の
あ

る
期
間
内
に
あ
る
レ
ベ
ル
を
上
回
る
地
震
動
が
生
じ
る
確
率
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
が
、
確
率
論
的
な
地
震
動
評

に
定
め
る
か
で
あ
る
。
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価
で
あ
る
。
こ
う
し
た
解
析
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
七
七
年
建
設
省
新
耐
震
設
計
法
（
案
）

で
は
、
そ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
地
震
危
険
度
に
関
す
る
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
、
再
現
期
間
一
○
○
年
に
相
当

す
る
地
震
動
マ
ッ
プ
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
湾
ア
ク
ァ
ラ
イ
ン
や
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
再
現
期
間
に
相
当
す
る
地
震

応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
確
率
論
的
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
当
時
の
震
度
法
に
よ
る
設
計
地
震
力
の
評
価
に
利
用
さ
れ
た

り
し
た
。
し
か
し
、
瀬
戸
内
海
と
東
京
湾
で
は
、
同
じ
再
現
期
間
に
対
す
る
地
震
動
が
あ
ま
り
に
異
な
る
こ
と
か
ら
、

確
率
論
的
に
求
め
ら
れ
た
地
震
動
を
全
国
に
敷
術
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

最
近
に
な
っ
て
、
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
に
よ
り
海
域
で
起
こ
る
地
震
と
陸
域
で
起
こ
る
地
震
の
特
性
に
基

づ
い
て
確
率
論
的
な
地
震
動
が
全
国
に
わ
た
っ
て
求
め
ら
れ
、
「
全
国
地
震
動
予
測
地
図
」
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い

あ
る
地
点
に
影
響
を
与
え
る
地
震
の
再
現
期
間
が
わ
か
り
、
直
近
の
過
去
の
い
つ
地
震
が
起
こ
っ
た
か
（
過
去

の
最
新
活
動
年
）
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
と
地
震
動
の
距
離
減
衰
式
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
後
の
あ
る
期
間
内
に
あ
る
レ
ベ
ル
を
上
回
る
地
震
動
が
起
こ
る
確
率
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
図
“
は
今
後
五
○
年
間
に
そ
れ
以
上
の
震
度
に
相
当
す
る
揺
れ
が
生
じ
る
確
率
が
二
％
の
マ
ッ
プ
で

あ
る
・
震
度
６
強
と
震
度
７
と
な
る
地
域
は
、
四
国
と
紀
伊
半
島
、
東
海
か
ら
中
部
山
岳
地
帯
、
関
東
、
東
北
の
一
部
、

北
海
道
の
東
側
で
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
こ
れ
以
下
の
揺
れ
で
あ
る
。

特
に
、
日
本
海
沿
岸
地
域
で
は
、
新
潟
県
と
石
川
県
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
震
度
５
強
以
下
で
あ
る
。
単
純
に
こ

る
◎

の
結
果
を
見
て
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
耐
震
対
策
を
し
な
く
て
も
よ
い
、
と
受
け
止
め
ら
れ
な
い
か
と
危
倶
さ
れ
る
。

3
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ど
の
よ
う
に
し
て
再
現
期
間
や
過
去
の
最
新
活
動
年
を
推
定
す
る
の
か
？

確
率
論
に
基
づ
く
地
震
動
を
ど
の
よ
う
に
耐
震
設
計
に
使
用
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
確
率
論
的
に
求
め
ら
れ
た
地

震
動
を
耐
震
設
計
に
用
い
る
際
に
は
、
三
つ
の
点
に
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
番
め
は
、
構
造
物
の
耐
震
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
直
下
型
地
震
の
規
模
や
再
現
期
間
へ
過
去
の
最
新
活
動

年
の
推
定
に
は
大
き
な
幅
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
が
確
率
変
数
と
し
て
全
国
地
震
動
予
測
地
図
に
は
考
慮
さ
れ
て

直
下
型
地
震
の
再
現
期
間
は
数
百
～
数
千
年
以
上
と
海
域
に
起
こ
る
地
震
よ
り
は
る
か
に
長
い
た
め
、
直
近
の

過
去
に
起
こ
っ
た
地
震
で
さ
え
、
歴
史
時
代
に
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
地
震
規

模
や
過
去
の
最
新
活
動
年
、
再
現
期
間
の
評
価
が
難
し
い
。

ど
の
よ
う
に
し
て
直
下
型
地
震
の
規
模
や
再
現
期
間
、
過
去
の
最
新
活
動
年
を
推
定
す
る
か
と
い
う
と
、
多
く
の

場
合
に
は
地
質
学
的
な
分
析
と
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
．
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
わ
が
国
で
も
発
生
確
率
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
神
奈
川
県
の
神
縄
・
国
府
津
ｌ
松
田
断
層
帯
の
う

ち
、
国
府
津
ｌ
松
田
断
層
の
曽
我
部
地
区
で
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
み
る
と
、
断
層
は
平
安
時
代
末
期
（
一
二
世
紀
）
以

降
の
陶
器
が
出
土
す
る
地
層
を
貫
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
上
に
堆
積
す
る
一
三
世
紀
中
頃
～
一
四
世
紀
前
半
の
白

磁
器
が
出
土
す
る
地
層
は
貫
通
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
過
去
の
最
新
活
動
時
期
は
お
よ
そ
西
暦
三
○
○
～

一
三
五
○
年
頃
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
再
現
期
間
は
約
八
○
○
～
三
一
○
○
年
と
推
定
さ
れ
て

い
る
◎

「
世
紀
」
の
単
位
で
推
定
さ
れ
た
結
果
が
、
「
二
○
○
～
一
三
五
○
年
頃
」
と
西
暦
に
置
き
直
さ
れ
る
と
、
と
た

ん
に
精
度
良
く
見
え
る
が
、
橋
の
耐
用
年
数
が
五
○
年
と
か
一
○
○
年
と
い
っ
た
オ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
い
か
に
桁
の
違
う
時
間
ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
か
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

断
層
調
査
の
結
果
、
断
層
帯
の
長
さ
は
約
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
し
く
は
そ
れ
以
上
で
、
も
し
、
こ
の
断
層
帯
を

構
成
す
る
複
数
の
断
層
が
一
度
に
破
壊
す
る
と
、
約
三
メ
ー
ト
ル
の
逆
断
層
が
生
じ
、
〃
七
・
五
の
地
震
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
断
層
の
長
さ
が
「
そ
れ
以
上
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
断
層
の
先

端
が
相
模
湾
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
の
先
が
わ
か
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。

実
は
、
こ
の
断
層
は
「
断
層
帯
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
一
つ
の
断
層
で
は
な
く
、
国
府
津

ｌ
松
田
断
層
、
神
縄
断
層
、
塩
沢
断
層
な
ど
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
続
い
た
り
平
行
に
走
っ
た
り
す
る
少
な
く
と
も
六

つ
の
断
層
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
が
単
独
の
断
層
か
地
下
深
部
で
は
同
じ
断
層
か
の
見

極
め
や
、
ど
の
範
囲
の
断
層
が
一
度
に
破
壊
す
る
か
の
判
断
が
難
し
い
の
で
あ
る
。

以
上
は
二
○
○
五
年
に
推
定
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
が
、
同
じ
断
層
に
対
す
る
推
定
結
果
が
一
九
九
七
年
に
も
公

表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
断
層
の
過
去
の
最
新
活
動
年
は
紀
元
前
約
一
○
○
○
年
で
、
再
現
期
間
は

約
三
○
○
○
年
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
二
○
一
二
年
に
は
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
国
府
津
ｌ
松
田
断
層
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
も

ぐ
り
込
み
に
伴
う
メ
ガ
ス
ラ
ス
ト
か
ら
の
分
岐
断
層
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

、
一
五
年
間
に
わ
た
る
調
査
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
断
層
に
つ
い
て
も
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
評
価
の
違
い
が
生
じ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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き
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
過
去
の
地
震
に
対
す
る
調
査
が
進
ん
だ
結
果
、
こ

の
断
層
に
対
す
る
理
解
が
こ
れ
だ
け
進
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
今
後
も
、
着
実
に
こ
の
よ
う
な
研
究
を
進
め
て
い

確
率
論
的
に
求
め
ら
れ
た
地
震
動
を
橋
の
耐
震
設
計
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
際
の
問
題
は
、
解
析
の
基
と
な
っ

て
い
る
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
や
再
現
期
間
、
過
去
の
最
新
活
動
年
に
大
き
な
不
確
定
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
全
国
地
震
動
予
測
地
図
で
確
率
密
度
関
数
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
距
離
減
衰
式
の
ば
ら
つ
き
だ
け

で
あ
り
、
距
離
減
衰
式
の
ば
ら
つ
き
以
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
や
再
現
期

間
、
過
去
の
最
新
活
動
年
の
ば
ら
つ
き
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
情
報
が
乏
し
い
現
状
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
や
再
現
期
間
、
過
去
の
最
新
活
動
年
の
ば
ら
つ
き
を
確

率
密
度
関
数
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
確
率
論
的
に
求
め
ら
れ
た
と
い
っ

て
も
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
は
距
離
減
衰
式
の
ば
ら
つ
き
だ
け
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
．
こ

れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
確
率
の
値
は
も
ち
ろ
ん
、
分
布
も
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

あ
ら
か
じ
め
特
定
で
き
な
い
地
震
の
存
在

二
番
め
は
、
断
層
が
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
で
も
地
震
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
震
源
が

あ
ら
か
じ
め
特
定
で
き
な
い
地
震
」
と
呼
ば
れ
る
。

最
近
で
い
え
ば
、
二
○
○
○
年
鳥
取
県
西
部
地
震
（
班
七
・
三
）
、
二
○
○
四
年
新
潟
県
中
越
地
震
（
Ｍ
六
・
八
）
、

二
○
○
八
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
（
〃
七
・
二
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
さ
ら
に
、
沿
岸
海
域
に
生
じ
た
二
○
○
五

年
福
岡
県
西
方
沖
地
震
（
Ｍ
七
・
○
）
、
二
○
○
七
年
能
登
半
島
地
震
（
“
六
・
九
）
、
二
○
○
七
年
新
潟
県
中
越
沖
地

震
（
Ｍ
六
・
八
）
も
発
生
前
に
は
全
く
警
戒
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
全
国
地
震
動
予
測
地
図
で
は
、
断
層
が
知
ら
れ
て
い
な
く
て
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
六
・
八
ま
で
の

地
震
は
全
国
の
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
得
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
活
断
層
と
の
対
応
が
取
れ
な
い
Ｍ
六
．

八
を
超
え
る
地
震
が
発
生
し
た
地
域
で
は
、
過
去
に
起
こ
っ
た
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
持
つ
地
震
が
、
断
層
が

あ
る
と
知
ら
れ
て
い
な
い
地
域
で
も
起
こ
り
得
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
中
国
地
方
で
は
二
○
○
○
年
鳥
取
県
西
部
地
震
に
よ
る
〃
七
・
三
が
、
ま
た
北
海
道
南
西
部
と
東
北

地
方
の
日
本
海
側
で
は
二
○
○
八
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
淫
に
よ
る
Ｍ
七
・
二
が
、
そ
れ
ぞ
れ
震
源
を
あ
ら
か
じ
め

特
定
で
き
な
い
地
震
の
最
大
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
現
状
で
の
知
見
で
、
今
後
も
活
断
層
と
の
対
応
が
取
れ
な
い
最
大
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
超
え
る

地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
そ
の
地
域
の
最
大
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
く
。

活
断
層
の
特
性
が
研
究
途
上
に
あ
る
現
状
で
は
や
む
を
得
な
い
対
応
で
あ
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
〃
七
・
二
と

か
〃
七
・
三
の
地
震
と
い
う
と
、
一
九
九
五
年
兵
庫
県
南
部
地
震
（
〃
七
・
三
）
に
相
当
す
る
地
震
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
断
層
が
わ
か
っ
て
い
な
い
地
域
で
も
、
兵
庫
県
南
部
地
震
ク
ラ
ス
の
地
震
が
生
じ
得
る
と
い
う
こ
と
は
工

学
的
に
は
極
め
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

1
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確
率
論
的
に
求
め
ら
れ
た
地
震
動
を
ど
の
よ
う
に
耐
震
設
計
に
利
用
す
べ
き
か
？

一
一
蕃
め
の
問
題
点
は
、
全
国
的
に
発
生
確
率
が
同
じ
に
な
る
よ
う
に
求
め
た
地
震
動
を
、
そ
の
ま
ま
橋
の
耐
震
設

計
に
使
用
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

前
に
、
図
“
で
述
べ
た
よ
う
に
、
確
率
論
的
に
求
め
た
地
震
動
で
は
、
地
域
ご
と
の
遠
い
が
非
常
に
大
き
い
。
こ
の

理
由
は
、
確
率
論
に
基
づ
く
解
析
で
は
、
発
生
頻
度
の
高
い
地
震
に
よ
る
地
震
動
は
強
調
さ
れ
る
が
、
発
生
頻
度
の

低
い
地
震
に
よ
る
地
震
動
は
強
調
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
過
去
に
建
設
地
点
近
く
に
大
き
な
地
震

が
起
こ
っ
て
い
て
も
、
こ
の
地
震
の
発
生
頻
度
が
低
け
れ
ば
（
再
現
期
間
が
長
け
れ
ば
）
、
こ
の
地
震
に
よ
る
地
躍

動
は
小
さ
な
値
と
し
て
し
か
評
価
さ
れ
な
い
。

例
え
ば
、
前
述
の
二
○
○
○
年
鳥
取
県
西
部
地
震
（
“
七
・
三
）
、
二
○
○
四
年
新
潟
県
中
越
地
震
万
六
・
八
）
、

二
○
○
八
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
（
Ｍ
七
・
三
に
よ
っ
て
生
じ
た
地
震
動
を
強
震
記
録
か
ら
判
断
す
る
と
、
非
常

に
強
い
揺
れ
で
あ
っ
た
。
と
て
も
図
４
に
示
さ
れ
る
震
度
５
と
か
震
度
５
強
な
ど
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
単
純
に
確
率
論
的
に
求
め
た
地
震
動
に
基
づ
い
て
橋
を
耐
震
設
計
す
る
と
、
低
頻
度
型
中
～
大
地
震

が
起
こ
れ
ば
、
確
率
論
的
に
評
価
し
た
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
地
震
動
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

地
震
学
で
は
最
新
の
研
究
成
果
を
公
表
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
地
震
に
よ
っ
て
被
害
が
生
じ
た
際
の
結

果
責
任
は
橋
を
造
っ
た
主
体
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
疑
念
に
対
し
て
、
確
率
論
に
基
づ
い
て
、
全
国
一
律
に
同
じ
発
生
確
率
と
な
る
よ
う
に
設
計

地
震
力
を
定
め
て
お
け
ば
、
地
域
間
の
公
平
性
は
担
保
さ
れ
、
国
民
に
対
し
て
公
平
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ

る
。
し
か
し
、
日
本
は
地
震
国
で
あ
る
と
多
く
の
国
民
が
認
識
し
て
い
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
運
悪
く
低
頻
度
型
中

～
大
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
確
率
論
的
に
定
め
た
地
震
動
を
上
回
っ
た
地
震
力
が
作
用
し
、
橋
が
倒
壊
し
て
も

や
む
を
得
な
い
と
受
け
止
め
る
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
橋
の
耐
震
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
地
方
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
地
方
に
生
じ
た
過
去
の
最
大
規
模

の
地
震
力
に
基
づ
い
て
設
計
地
震
力
を
定
め
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
反
対
に
、
地
震
の
起
こ
る
頻
度
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
地
方
に
生
じ
る
最
大
規
模
の
地
震
力
に
基
づ
い
て
設
計
地
震
力
を
定
め
る
こ
と
は
、
過
大
過
ぎ

地
域
ご
と
の
地
震
の
起
こ
り
方
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
？

確
率
論
的
に
求
め
た
地
震
動
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
に
関
し
て
は
、
現
状
で
は
固
ま
っ
た
考
え
方
は
な
い
。

確
率
論
的
に
求
め
た
地
震
動
を
そ
の
ま
ま
設
計
に
使
っ
て
い
る
国
も
あ
る
。

例
え
ば
、
米
国
で
は
地
質
調
査
所
が
定
め
た
確
率
論
的
な
地
震
動
を
用
い
て
地
震
動
の
最
大
加
速
度
を
求
め
、
こ

れ
に
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
の
形
状
関
数
を
乗
じ
て
設
計
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
求
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
米
国
で
最
も
高
い
地
震
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
Ｍ
八
ク

ラ
ス
ま
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
《
」
と
の
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
も
併
用
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
で
は
、
地
霞
を
想
定
し
て
地
震
動
を
評
価
す
る
方
式
と
確
率
論
的
に
地
震
動
を
評
価
す
る
方
式
が

併
用
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
後
者
の
方
が
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

８
０
宮
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大
き
な
被
害
は
許
さ
れ
な
い
し
、
一
度
造
ら
れ
た
橋
の
耐
震
補
強
は
簡
単
で
は
な
い
。

地
霞
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
未
解
明
な
敵
と
対
時
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
在
、
耐
震
設
計
の
信
頼
性
は
、
現
状

の
地
震
学
の
最
新
の
知
識
に
忠
実
に
設
計
し
た
場
合
に
高
く
、
工
学
的
判
断
を
交
え
て
設
計
し
た
場
合
に
低
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
現
在
ま
で
の
地
域
ご
と
の
地
震
力
の
評
価
は
、
間
違
い
な
く
わ
が
国
の
橋
の
耐
震
性
を
担

保
す
る
た
め
に
有
効
に
機
能
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
際
、
地
域
別
補
正
係
数
は
、
地
震
活
動
が
高
い
地
域
で
の
値
を
一
・
○
と
し
た
と
き
、
地
震
活
動
が
低
い
地
域

で
の
値
は
建
築
物
で
は
○
・
八
、
土
木
構
造
物
の
多
く
で
は
○
・
七
と
さ
れ
て
い
る
。
地
域
ご
と
の
設
計
震
度
の
違

い
は
、
確
率
論
的
地
震
動
マ
ッ
プ
か
ら
求
め
ら
れ
る
地
域
差
よ
り
も
大
幅
に
小
さ
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
や
再
現
期
間
の
評
価
に
は
大
き
な
幅
が
あ
る
と
い
う
事
実
と
、
震

源
を
あ
ら
か
じ
め
特
定
で
き
な
い
Ｍ
七
・
二
と
か
皿
七
・
三
の
地
震
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、
橋
に
は
最
低
限

の
耐
震
性
を
付
与
で
き
る
よ
う
に
設
計
地
震
力
に
下
限
値
を
設
け
て
お
く
必
要
性
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
地
震
の
発
生
確
率
を
考
慮
し
て
、
設
計
地
震
力
を
心
持
ち
増
減
す
る
と
同
時
に
、
構
造
物
が
倒
壊
に

至
る
こ
と
の
な
い
レ
ベ
ル
の
地
震
力
は
確
保
し
よ
う
と
い
う
工
学
的
判
断
が
、
現
在
ま
で
の
耐
震
設
計
の
智
恵
と

し
て
、
地
域
区
分
お
よ
び
地
域
別
補
正
係
数
と
い
う
形
で
耐
震
設
計
に
反
映
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

橋
は
五
○
年
、
一
○
○
年
と
長
期
に
わ
た
っ
て
国
民
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
戦
略
的
な
構
造
物
で
あ
る
。

確
率
論
的
に
地
震
動
を
評
価
す
る
方
式
は
、
米
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
の
よ
う
に
、
地
域
的
な
地
震
活
動
が
ほ
と
ん
ど

ゼ
ロ
の
地
域
か
ら
高
い
地
域
ま
で
変
化
し
て
い
る
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
わ
が
国
で
は
、
確
率
論
的
な
地
震
動
を
そ
の
ま
ま
設
計
地
震
力
の
算
定
に
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

ご
と
の
地
震
動
強
度
を
評
価
す
る
際
の
地
域
マ
ッ
プ
の
基
本
情
報
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。
士
木
構
造
物

や
建
築
物
の
多
く
で
は
、
一
九
七
七
年
建
設
省
新
耐
震
設
計
法
（
案
）
で
開
発
さ
れ
た
地
域
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
安

全
側
に
全
国
を
三
地
域
に
区
分
し
、
地
域
別
補
正
係
数
を
基
本
設
計
震
度
に
乗
じ
て
設
計
地
震
力
を
求
め
る
と
い

う
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
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こ

一
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年
兵
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県
生
ま
れ
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一
九
七
○
年
名
古
屋
大
学
土
木
工
学
科
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同

大
学
院
土
木
工
学
専
攻
修
士
課
程
修
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後
、
一
九
七
二
年
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設
省
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省
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木

研
究
所
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長
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⑤
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作
櫓
法
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外
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禁
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す
。
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法
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雲
感
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記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ロ
再
Ｆ
言
召
詮
、
毛
一
電
電
寿
旦
一
ヨ
衝
も
匡
二
冨
罫
口
早
。
◎
』
画

面
０
ョ
昌
一
旨
容
③
声
豊
日
？
冒
匡
厨
三
員
●
８
・
壱


